
＜経営支援グループ＞

○中小企業の経営相談・経営診断

○中小企業の総合支援

○自動車関連産業の振興



≪中小企業の診断①≫

高度化事業に係る診断

住工混在の解消や街の活性化を目的とする中小企業等の集団化、集積整備などの実施
にあたり、中小企業基盤整備機構と一体になって貸付及び運営に係る診断助言を行って
います。

共同施設事業

共同で利用・経営する加
工施設や研究開発施設、
物流センター、商店街の
アーケード・カラー舗装、
駐車場などを整備するも
の【28年度診断実績1件】

施設集約化事業

店舗が集まりショッピング
センターを、また工場を集
約化して共同工場などを
整備するもの。
【28年度診断実績3件】

集団化事業

市街地などに散在する工
場や店舗などを、生産性
や効率性向上、異業種と
の連携などのため、一つ
の区域や建物にまとまっ
て移転するもの
【28年度診断実績6件】

集積区域整備事業

商店街もしくは工場など
が集積している区域で、
建物の建て替えなど区域
全体を整備するもの
【28年度診断実績4件】
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≪中小企業の診断②≫

小規模企業者等設備導入資金の貸付診断と事後の助言

「小規模中小企業者等設備導入資金助成法」に基
づく貸付を受けようとする中小企業者を対象にした
診断や貸付を受けた中小企業者を対象とした事後
の助言を行っています。
【平成２８年度実績】 事後助言４件

戦略的経営展開マニュアルの作成・配布

企業が抱える様々な経営課題を解決し、新たな市場開拓等の
戦略的な経営展開を図るための支援の一環として「戦略的経営
展開マニュアル」を作成と県内中小企業者への配布を行ってい
ます。 【平成２８年度】 小規模事業者経営展開事例集
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≪中小企業の診断③≫

生産性向上による労働力減少対策事業（食品工場診断）

原材料価格高騰により県内企業の収益性が悪化している中、特に、食料品製造業では価格（掛け率）がネックになり販路が限定されるなど
生産性の改善が課題となっています。平成２７年度末には絶好のビジネスチャンスである北海道新幹線開業を迎え、その効果を最大限享受
するため、食品工場を対象とした工場診断を行い、県内食料品製造業の生産性向上による競争力の強化を集中的に支援します。

県内食料品製造業
全体の生産性向上に
向けた取組の促進

■原材料価格の高騰による
収益性の悪化

■食料品製造業の製造品出荷
額に対する付加価値額の割
合は東北最下位(工業統計調査)

■価格（掛け率）がネックになり
販路が限定される例が多い

■Ｈ２７度末北海道新幹線開
業は絶好のビジネスチャンス

■県産品のブランド化や、商品
開発、販路開拓等に加え、
コストに着目した商品価値向
上による競争力向上が必要

【現状と課題】 【事業内容】 【事業効果】

“生産性”に着目した
食料品製造業の
収益力向上が必要

経営コンサルタントによる幅広い着眼点に立った工場の調査・分析を行
い、改善提案を実施する。■診断企業数：㉗ ５社㉘ ３社㉙５社（予定）

本県の強みである
「食」の一層の強化

・
地域経済の活性化

工場診断事業（㉗㉘実施）

<診断の着眼点（例）>
●５Ｓ
整理・整頓・清掃・清潔・躾が徹底されているか

●ラインバランシング
生産の流れはスムーズか（各工程の所要時間の均衡）

●工程分析
工場のレイアウトは効率的か（運搬経路の短縮等）

●動作研究
効率的に作業が行われているか（作業のムダ取り）

●品質管理
不良品を発生させている工程がないか（統計的手法の活用）

競争力の向上

販 路 拡 大

⇒各企業において改善に取り組み、改善効果の有無を実証する。
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≪中小企業の支援①≫

経営革新計画の承認制度

中小企業新事業活動促進法に基づき、中小企業者が作成した経営革新計画の作成支援や
計画に対する承認を行っています。 【承認件数 平成27年度1件、平成28年度15件】

【平成27年度】
①株式会社ケアスマイル青森
【平成28年度】
①株式会社ひらの洋服店
②太洋舎商事株式会社
③北日本産業株式会社
④株式会社あおもりデンタルサポート
⑤有限会社秋田商店
⑥有限会社二階堂
⑦有限会社ＨＩＧ
⑧弘前ガス株式会社

・商工会、２１財団、県等の経営革新計画の作成支援
・県の承認に基づく低利融資制度等の活用により中小企業の活性化
と雇用の拡大を図る

⑨株式会社スーパーストア
⑩ミリオン株式会社
⑪株式会社高昇興業
⑫有限会社カメラのみなみや
⑬やまはた整骨院 山端祐樹
⑭株式会社テクトリー
⑮株式会社三上材木店
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≪中小企業の支援②≫

総額約100億円の基金による支援

総額約100億円の基金を活用し、青森県が有する地域資源や人財、ローカルテクノロジー等
を活かして産業の振興と雇用の創出を図ります。

あおもり元気企業チャレンジ助成事業

•創業・中小企業者等の経営革新等の新たな取
組を支援します。

• H19～H28の実績（累計） 230件 約4.8億円

あおもり農商工連携助成事業

•中小企業者等と農林漁業者が連携し、県産農
林水産物等を活用した商品開発などの取組を
支援します。

• H21～H28の実績（累計） 97件 約1.9億円

あおもりクリエイトファンド

•株式上場を志向する成長企業等に対し、投資
資金を提供するとともに、関係機関が一丸と
なったハンズオン支援を行います。

• H19～H28の実績（累計） 23件 約13億円

意欲ある創業者・
中小企業者に
対する助成・

投資・ハンズオン
による支援

元気企業
チャレンジ
助成事業

あおもり
農商工連携
助成事業

あおもり
クリエイト
ファンド

十和田おいらせ餃子

(公財)21あおもり
産業総合支援センター

フューチャーベンチャー
キャピタル㈱

(地独)青森県
産業技術センター

ブナコを活用したスピーカー
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≪中小企業の支援③≫

ワンストップサービス

県では、公益財団２１あおもり産業総合支援センターを通じて、創業、経営革新、取引推進
及び小売商業支援など、中小企業に係る一貫した支援を総合的に行っています。

専門家派遣

総合相談
中小企業の経営に関する総合相談窓口として、専門的知見
等を有するコーディネーターが無料で相談に応じています。
【平成２８年度実績】 相談件数 ４，２１３件

中小企業診断士、税理士、デザイナー、ＩＴコーディネータな
どの経験豊富な民間の専門家を、中小企業者等からの派遣
要請を受けて現地に派遣し、必要なアドバイスを行います。
【平成２８年度実績】 派遣企業数 １１社（延べ４５日）

ーヒーを
提供する店舗の開設取引あっせん
県内中小企業の取引を推進するため、あっせんや商談会を
開催しています。
【平成２８年度実績】 あっせん紹介件数 ９５件
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≪中小企業の支援④≫

県では、ビジネスチャンスの獲得を契機とした本県中小企業の更なる成長を促進するため、

２１財団にビジネスサポートステーションを設置し、商いの出口である「売ること」に対する支

援の充実・強化を図っています。

ビジネスサポートステーション

現場力強化アドバイザー(１名)

オープンイノベーション推進コーディネーター(１名)

県コーディネーター(６名)

経営全般に関する支援

☆ 販路開拓、取引拡大に対する助成

<助 成 額> 上限５００千円（補助率1/2）

<対象経費> 商談会出展経費（ブース料、商品等送料、

交通費等）、販売を目的としたHP立上げ

経費、首都圏等への新規営業拠点設置

初期費用・賃料等

大手企業への

売り込み

県内企業の販路開拓、取引機会の拡大
～ “出口支援の強化”へ ～

創業～新商品開発支援

各種商談会の

開催、出展

販路アドバイザー

（３名）

発注開拓推進員

(１名)

東京駐在産学官のマッチング・連携等支援

ものづくり企業の現場力強化支援

<個別プロジェクト支援>

インキュベーションマネージャー(３名)

創業に関する支援

よろず支援拠点

コーディネーター・サブコーディネーター(８名)
☆ ビジネスマッチング（外部委託）

（対象者）県内に本社又は事業所を有する中小企業者

①販路開拓に係る様々なネットワークを有する法人を通じた、

首都圏企業等との個別ビジネスマッチングの機会を提供。

②首都圏からバイヤーを招聘し個別商談会を実施。
(平成２８年度の例）
・(株)高島屋
・旭食品(株)
・(株)小田急百貨店
・(株)星野リゾート（星野リゾート青森屋）
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県では、自動車関連産業集積に向けて、地場企業の支援と積極的な企業誘致に取り組むとともに、
必要な人材の育成に取り組んでいくため、平成２０年１月に「青森県自動車関連産業振興戦略」を策定しました。

（１）基盤技術者の育成

（２）既存人材育成事業を更に自動車関連
産業人材育成向けに活用・強化

３ 人材の育成・強化

（１）戦略的な企業誘致の推進

（２）新たな環境社会形成に対応した企業誘致

２ 企業誘致活動の強化

【ターゲット産業】 自動車、農工食品、情報通信、
環境・エネルギー、医療・健康・福祉

（１）支援体制の強化 （２）経営力の強化

（３）取引拡大 （４）技術力の強化

１ 地場企業の育成・強化

企業のスキルアップを支援する専門人材
・北東北３県アドバイザー
・青森県ものづくり産業振興アドバイザー

県内企業の支援体制
１（１）支援体制の強化

山形県自動車産業振興会議
（H18.5.18設立 273会員）

福島県輸送用機器
関連産業協議会

（ H18.4.25設立 352会員）

みやぎ自動車産業
振興協議会

（H18.5.11設立 577会員）

いわて自動車関連産業
集積促進協議会

（H18.6.7設立 360会員）

あきた自動車関連産業
振興協議会

（H18.11.1設立 155会員）

青森県自動車関連産業振興協議会
（H18.9.25設立 158会員（企業、行政等））

【東北６県連携】とうほく自動車産業集積連携会議
とうほく自動車関連産業振興ビジョン
～東北復興に向けた更なる自動車産業の振興に向けて～

戦略１ 幅広い分野の企業集積
戦略２ 競争力のある生産拠点
戦略３ 次世代技術の開発拠点
戦略４ 人材の育成・供給拠点

○近隣自治体や国等
（北海道、局など）

○トヨタ自動車東日本㈱ ほか

協力関係

大学
研究機関

企業

行政
支援機関

≪自動車関連産業の振興≫  青森県自動車関連産業振興戦略・青森県自動車関連産業振興協議会 これまでの取組

新潟県次世代自動車産業振興
協議会

（H25.12.18設立 182会員）
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「機械構造研修 in 八戸」、「機械構造研修 in 弘前」の開催

自動車ものづくり関連産業への参入や自社技術を活かした製品開発を目指す県内企業を対象に、元トヨタ自動車㈱の開発担
当者を講師として、燃料電池自動車の構造を中心とした講義、分解車両を使用した解説などを実施しました。

日時 ＜八戸会場＞平成２８年１０月１８日（火）、１３：００～１６：１５
＜弘前会場＞平成２８年１０月２０日（木）、１３：００～１６：１５

会場 ＜八戸会場＞八戸工業大学（２７名参加）

＜弘前会場＞県立弘前高等技術専門校（６７名参加）
講師 ＜２会場共通＞宮城県産業技術総合センター 自動車産業振興コーディネーター 萱場 文彦 氏

（元 トヨタ自動車㈱、エンジンの開発、設計、車両企画等を担当）
内容 ・燃料電池自動車の構造等に係る講義

・車両（燃料電池自動車）を見学しながらの解説
・ハイブリッド車の機能部品等の解説
・自由見学、質疑応答、個別アドバイスほか

≪自動車関連産業の振興≫ これまでの取組
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とうほく・北海道自動車関連技術展示商談会（とうほく自動車産業集積連携会議による連携事業）

○ とうほく・北海道自動車関連技術展示商談会
東海地区の自動車関連メーカー等を対象に、取引促進や協力関係の構築を図るため、東北７県の各協
議会により構成される「とうほく自動車産業集積連携会議」および北海道自動車産業集積促進協議会が主
催し、企業の「新技術・新工法」等の提案・アピールを行う展示商談会を開催してきています。
・日時 平成２９年２月２日（木）～３日（金）
・場所 刈谷市産業振興センター「あいおいホール」(愛知県刈谷市）
・内容 「樹脂成形」「鋳造・鍛造」「プレス」「表面処理」などの新技術・新工法の提案
・本県参加企業 ６社（東北７県・北海道で８２社）

年度 開催年月日 開催名称 開催場所
県参加企業数

（全体） 県参加企業名

19 平成19年9月3日～4日 とうほく自動車関連技術展示商談会 刈谷市産業振興センター 4（99） 高周波鋳造㈱、エプソンアトミックス㈱、
㈱ワーロック、㈱青森テクニ

20 平成20年11月17日～18日 とうほく自動車関連技術展示商談会 刈谷市産業振興センター 7（89）
エプソンアトミックス㈱、㈱ワーロック、㈱青
森テクニ、㈱青森フジクラ金矢、アンデス電
気㈱、マルイ鍍金工業㈱東北工場

21 平成21年10月27日～28日 とうほく６県新技術・新工法展示商談会 トヨタ自動車本社（豊田市） 3（38） エプソンアトミックス㈱、㈱青森フジクラ金矢、
㈱遠山工業黒石工場

22 平成22年10月27日～28日 とうほく６県自動車関連技術展示商談会 刈谷市産業振興センター 2（58） ㈱青森テクニ、㈱遠山工業黒石工場

23 平成24年1月19日～20日 とうほく６県新技術・新工法展示商談会 トヨタ自動車本社（豊田市） 2（43） ｴﾌﾟｿﾝｱﾄﾐｯｸｽ㈱、㈱遠山工業黒石工場

24 平成25年1月24日～25日 とうほく６県自動車関連技術展示商談会 刈谷市産業振興センター 3（70） ㈱遠山工業黒石工場、㈱ｺｱﾗｲﾝ、多摩川精
機㈱八戸事業所

25 平成26年1月30日～31日 とうほく６県新技術・新工法展示商談会 トヨタ自動車本社（豊田市） 5（40） ㈱ｱﾄﾞﾊﾞﾈｸｽ弘前工場、㈱ｿﾙﾃｯｸ、竜飛精工
㈲、㈱ﾃｸﾆｶﾙ、㈱ﾌﾞﾙｰﾏｳｽﾃｸﾉﾛｼﾞｰ

26 平成27年2月5日～6日 とうほく・北海道自動車関連技術展示商
談会 刈谷市産業振興センター 6（80）

㈱ｱﾄﾞﾊﾞﾈｸｽ弘前工場、㈲ｸﾄﾞｳ電子、㈱遠山
工業黒石工場、ｴｸﾄﾑ㈱、北日本鍍金㈱、㈲
forte

27 平成28年2月4日～5日 とうほく・北海道新技術・新工法展示商
談会 トヨタ自動車本社（豊田市） 8（102）

㈱ｱﾄﾞﾊﾞﾈｸｽ青森工場、㈲ｸﾄﾞｳ電子、㈱青森
ﾃｸﾆ、㈱ｿﾙﾃｯｸ、日本ﾊﾟｽﾙﾓｰﾀｰ㈱岩木工場、
ﾃｽﾄﾃﾞｰﾀｼｽﾃﾑ㈱、㈱ﾌｫﾙﾃ、㈱抗菌研究所

28 平成29年2月2日～3日 とうほく・北海道自動車関連技術展示商
談会 刈谷市産業振興センター 6（82）

㈱ｱﾄﾞﾊﾞﾈｸｽ青森工場、㈲ｸﾄﾞｳ電子、㈱ｿﾙﾃｯ
ｸ、日本ﾊﾟﾙｽﾓｰﾀｰ㈱岩木工場、㈱ﾌｫﾙﾃ、ｱｲ
ｶｰﾎﾞﾝ㈱

【参考】 とうほく７県および北海道 自動車関連技術展示商談会の本県企業出展状況

≪自動車関連産業の振興≫ これまでの取組
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基幹部品供給
メーカー

自動車メーカー
等

二次加工
メーカー

課題・ニーズ

≪経営戦略立案支援≫
■先進現場視察・情報交換会の開催
●課題解決型セミナーの開催

≪提案力の育成≫
■展示商談会出展支援
（マッチングCD訪問）

≪マッチング支援≫
■広域商談会の開催
●県内商談会の開催

自動車・ものづくり産業
に意欲のある企業

≪現場力の育成≫
●生産管理、QCD対応能力の強化
●ものづくりリーディング企業の創出
・育成（現場力強化ADカイゼン訪問）

自動車・
ものづくり業界

県内企業

青森県

マッチングコーディネーター（ＣＤ）
・展示商談会マッチング支援
・販売ルート開拓支援 等（下記 ■）

基幹部品メーカーと県内企業との
展示商談会の開催 等

２１財団 ※県委託

現場力強化アドバイザー（ＡＤ）
・生産管理、QCD力強化指導
・技術高度化・課題解決支援
・リーディング企業創出育成
・ニーズ、シーズ情報収集 等（上記 ●）

≪自動車・ものづくり産業の振興へ向けて≫ 平成２９年度の取組

ものづくり層の充実

取引拡大

企業トップ層を対象
としたセミナーの
開催

助
言
指
導

県内企業等を対象とした
現場視察会の開催

東北各県・北海道との
広域連携による展示
商談会の開催 等

ものづくり力の基盤強化

助
言
指
導

技術・
強み

課題・ニーズ

目 標
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